
 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

日 曜 行　事 日 曜 行　事

1 月
トライやるウィーク
安全点検    教育実習1～19日 17 水 英語あそび   ５歳児   ALT来園

2 火 英語あそび   ５歳児 18 木 歯科健診

3 水 19 金 3歳児  布団持ち帰り

4 木 英語あそび   ４歳児  ALT来園 20 土 土曜保育

5 金
0歳児  1歳児  布団持ち帰り
5歳児  租税教室 21 日

6 土 土曜保育 22 月

7 日 23 火

8 月
０歳児１歳児２歳児 身体測定
たんぽぽ  リトミック 24 水 総合避難訓練  9時30分～

9 火
3歳児　にじそら交流
ひまわり リトミック 25 木 英語あそび   ３歳児

10 水 ４歳児 ５歳児 身体測定 26 金 園外保育 ５歳児  あまご村

11 木 3歳児  参観日 27 土 土曜保育

12 金
2歳児  布団持ち帰り   ２歳児  参観日
第1回登校練習   5歳児 28 日

13 土 土曜保育 29 月 園庭・遊具・施設点検

14 日 30 火
誕生会    個別懇談（希望者）
英語あそび   ５歳児

15 月
氷上特別支援学校 現場実習  ～19日
３歳児 身体測定      安全点検

16 火 英語あそび   ４歳児

令和８年６月の行事予定

早いもので、暦の上では衣替えの季節となりました。沖縄は梅雨入りし、この丹波もほどなく梅雨入
りを迎えようとしています。雨が続くと大人にとっては少し憂鬱な季節ですが、子どもたちにとっては
発見の連続です。色鮮やかに咲くアジサイ、雨上がりの水たまり、そしてひょっこり顔を出すカエルや
カタツムリ。雨垂れの音に耳を澄ませたり、泥んこ遊びに夢中になったりと、五感をフルに使ってこの
時期ならではの「学び（あそび）と体験」を深めていければと考えております。 

1. 五感を刺激し、豊かな感性を育む…水は、触れると冷たく、形が絶えず変化する不思議な物質で

す。「きらきら光る」「バシャバシャという音」「冷たい感触」など、水に触れることで子どもたちの五

感がフル回転します。 

2. 体力の向上と運動能力の発達…水の中では水の抵抗があるため、普通に動くだけでも全身の筋肉を

使います。浮力を感じながらバランスを取ることで、体幹や平衡感覚が養われます。水をかけ合った

り、バケツで運んだりといったダイナミックな動きを通じて、粗大運動（大きな動き）と微細運動 

社会福祉法人 柏翔会 

認定こども園 ミライズにじ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（水）個別懇談会（希望者） 

２日（木）個別懇談会（希望者） 

３日（金）４・５歳児 プール遊び PSK 

                  １歳児布団持ち帰り 

７日（火）七夕会  

８日（水）３歳児 英語あそび  

９日（木）４歳児 英語あそび 

１０日（金）５歳児 プール遊び PSK 

                  ２歳児 布団持ち帰り    

１６日（木）５歳児 英語あそび 

１７日（金）４・５歳児 プールあそび PSK 

３歳児 布団持ち帰り  

２１日（火）終業式 

２２日（水）１号認定夏休み開始～8/31 

こども園のバスに限らず車内への置き去り事案や学校活動でのバス事故が後を絶たない現状です。

子どもたちの安全を守るために認定こども園ミライズにじでは、次のような取組を実施しています。    

１ 柏翔会所有の３台のバス全てに置去り防止装置を設置しています。 

※置去り防止装置には、①置去り防止機能 と ②置去り監視機能 が付いています。 

２ 乗車名簿で、園児の乗降を確認しています。 

※通園時、園外保育での利用時共に実施しています。 

３ 運転手、添乗員がバスを離れる場合は、バスの最後部まで行き園児を確認しています。 

４ バスの安全な利用について職員研修を実施しています。 

 

平素から子どもたちの健康管理に協力いただきありが

とうございます。内科検診では 

1. 全身の成長・発達の確認 

日々の保育の中では気づきにくい、身体全体の発育状

態を医師が専門的な視点で確認します。 

2. 隠れた疾患の早期発見 

自覚症状が少ない初期の病気や、日常生活では見落と

しがちな小さな変化を早期に見つけるきっかけになりま

す。 

3. 集団生活を安全に送るための基準 

健診の結果は、園での配慮が必要かどうかを判断する

大切な資料となります。全園児の健康状態を把握してお

くことは、集団内での感染症予防や、緊急時の迅速な対

応にもつながります。 

丹波署の警察官や地域の交通指導員の方からお

話を聞き、連携していくことで、子どもたちは自

ら交通安全を意識し、地域全体で子どもを守る土

壌がつくられます。 

当日は、ホールで交通安全にかかる講話を聞い

た後、４歳児、５歳児を中心に信号機や横断歩道

を準備いただき、安全な歩行を練習します。 

交通ルールは、一度教えれば終わりではありま

せん。日々のくらしの中で繰り返し、粘り強く伝

えていくことが大切です。子どもたちが自分の命

を自分で守れる力を育めるようにしていきたいと

考えます。 

 

トライやる･ウィークは、県内で実施されて

いる、中学校 2 年生を対象とした体験教育で

す。園児との関わりを通じて「命の尊さ」や

「育てる責任」を肌で感じる貴重な時間です。 

また、自分も大切に守られてきた存在である

ことに気づき、自己肯定感や感謝の気持ちを深

める意義があります。幼児の純粋な反応や成長

を間近に感じることで、「命の尊さ」や「育む

ことの大切さ」を肌で学ぶ貴重な機会となりま

す。共に遊んだり世話をしたりする中で、相手

の立場に立って考える「思いやりの心」が育ま

れます。働く大人（保育教諭）の姿を通じて、

社会的な責任や仕事のやりがいを実感し、自身

の将来や生き方を見つめ直す、豊かなキャリア

教育の場となることを期待しています。 

（手先の動き）の両方が発達します。 

3. 社会性と情緒の安定…水遊びは、開放的な気分の中で子ども同士の関わりが自然と増える活動です。

「貸して」「いいよ」「一緒に流してみよう」といったやり取りを通じ、協力することやルールを守るこ

とを学びます。 

 

 


